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作曲などの創作活動をする

Web事例　15

即興の旋律や作曲など，音楽の創作活動を行った際，その制作したものには著作権が
発生することを意識させ，同時に他人の著作物を尊重する姿勢を身につけさせる事例。
「段階的指導モデル」における「Ａ」に該当する事例である。

５分の指導でモチベーションが高まる

「著作権教育」の学習のねらいと指導のポイント

●指導のタイミングとして，音楽の創作活動の最後に行う。

●どのような作品であっても，自分が考えて創り出したものには著作権が発生するこ
とを確認させる。
●自分の作品が無断でコピーされたり，改変されたら，どのように思うかを考えさせ
ることを通して，他人の著作物の扱い方について考えさせる。

他の教科への応用例

●美術の絵画や彫刻，技術・家庭の木工作品や被服制作，保健体育の創作ダンスなど，創作活動を行う学習に

応用できる。

先生，ボクの作った曲にも著作権があるんだよね。 

何言ってるのよ。そんな変な曲には，著作権
なんてないわよ！

みんなが一生懸命考えて，創り出したものには，
すべて著作権が発生するのよ。
創り出したものに著作権が発生するということは，
勝手に他の人の作品をコピーしちゃいけないとい
うことになるのよ。



こんな風に語りかけたい！　 具体的な展開例

●創作活動をする学習場面は音楽や美術などで多くあるが，その活動の中での創作物に関して著作権を意識す

ることは意外と少ない。一方，他人の音楽データの不正コピーなど，著作権違反が問題となっている現状が

あるので，「創作物」，「著作権」，「違反」をまとめて理解させたい。

●自分が時間をかけて一生懸命に創作した作品を，他の人が勝手にコピーして， その人の名前で公表されたら

どう思うか。 また，他の人が勝手に自分の作品をアレンジして，自分が創ったようにして公表されたら，

どう思うか。 それぞれ自分に置き換えて，作者の気持ちになって考えさせる。

●さらに時間があれば……同一性保持権などの著作者人格権について扱い，公表したことにともなう著作権の

問題についてもふれる。

こうして押さえよう！　 まとめの一言

choice❶「この授業で創ったみなさんのそれぞれの作品に著作権が発生します。」
どのような作品であっても，自分が考えて創り出したものには著作権が発生することを確認させ

る。

choice ❷「著作権が発生するということは，勝手に他の人の作品をコピーしたり，アレンジしたりする
ことができないということになりますので，気をつけましょう。」

他人の著作物への扱い方，尊重を考えさせる。

この事例の実践に参考となる教材・資料

（社）著作権情報センター「はじめての著作権講座」（著作者にはどんな権利がある？）
　

（社）日本音楽著作権協会「JASRAC について」（著作者人格権）


